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当
セ
ン
タ
ー
の
第
３５

回
定
時
総
会
が
５
月
２９

日
、
香
芝
市
ふ
た
か
み
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
香
芝
市

長
並
び
に
市
議
会
議
長

の
出
席
を
頂
き
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
の
会
員

数
は
、
４
０
２
人
で
、
こ

の
内
、
総
会
に
出
席
さ
れ

た
会
員
は
、
５
９
人
で
委

任
状
を
提
出
さ
れ
た
会

員
さ
ん
は
２
３
８
人
で
し
た
。 

総
会
は
有
山
理
事
の
「
開
会
の
言
葉
」
に
続
い
て
、
船

木
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

理
事
長
は
、『
本
年
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
全
国
的
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
基
盤
を
揺
る
が
す
大
き
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
と
し
て
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
消
費
税
の
申

告
・
納
税
等
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
会
員
の
皆
様
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
理
事

会
等
で
協
議
し
た
結
果
、
会
員
の
皆
様
に
は
免
税
事
業

者
と
し
て
従
来
通
り
と
す
る
方
針
を
決
定
し
て
お
り
ま

す
。 
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 女   ７８ 
 ５. ７. １現在 

会員の皆様へ 

事務局だより 
第９３号  ５．７．１０発行 

公益社団法人 

香芝市シルバー人材 

センター事務局 
ＴＥＬ ７９－６６０１ 

ＦＡＸ ７９－６６７１ 

《Kashibashi Silver Human Resources Center Association》 

今
後
も
会
員
の
皆
様
と
情
報
・
課
題
を
共
有
し
、

よ
り
良
い
セ
ン
タ
ー
作
り
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
人
生
100
年
時

代
」
を
見
据
え
、
地
域
の
高
齢
者
が
就
業
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
向
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の

期
待
は
よ
り
一
層
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
も
、
香
芝
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
の

支
援
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
５
年
度
に
お
い
て
も
最
大
限
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
補
助
金
の
交
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
当
局
の
特
別
な
配
慮
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
な
お

一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
的
確
な
事
業

運
営
を
推
進
し
て
い
く
と
共
に
、
改
め
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
基
本
を
見
つ
め
直
し
、
新
た

な
意
識
と
確
か
な
組
織
運
営
で
事
業
展
開
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

本
日
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支

決
算
報
告
、
役
員
の
選
任
な
ど
を
ご
審
議
い
た
だ
き

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
』
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

◆ 働く喜びと社会参加の輪を拡げよう  ◆ 自主・自立・共働・共助  ◆ 安全就業 

第
三
十
五
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 



 ２ 

続
い
て
、
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
福
岡
市
長

か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
長
は
、
『
平
素
よ
り
船
木
理
事
長
を
は
じ

め
理
事
の
皆
様
お
よ
び
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
香
芝
市
政
の
、
特
に
居
場
所
作
り

ま
た
仲
間
作
り
に
御
貢
献
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
本
市
の
高
齢

化
率
、
つ
ま
り
６５
歳
以
上
の
割
合
は
約
２４
％

で
あ
り
、
全
国
平
均
は
２９
％
で
あ
り
ま
す
。
香

芝
市
は
若
い
町
で
す
が
今
後
、
高
齢
化
社
会
に

な
る
の
は
確
実
で
す
。
そ
の
な
か
で
生
涯
現
役

と
し
て
皆
様
が
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
香
芝
市

に
お
い
て
、
香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
発
生
し
て
か

ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
人
と
会
う
こ
と

が
良
し
と
さ
れ
て
い
た
の
が
駄
目
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ
て
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
を
生
き
て
い
く
な
か
、
皆
様
の
知

識
・
経
験
を
香
芝
市
に
貸
し
て
い
た
だ
き
、
更

な
る
香
芝
市
の
発
展
に
御
尽
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
香
芝
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
発
展
と
、
皆
様
の

御
多
幸
・
御
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
開
会
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。』
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
川
田
議
長

か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
長
は
、
『
毎
年
、
香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
総
会
を
開
催
さ
れ
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
社
会
に
突

入
す
る
な
か
、
人
口
問
題
研
究
所
が
４
月
に
統

計
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
人
口
が

急
激
に
減
少
す
る
社
会
に
な
り
ま
す
。
と
り
わ

け
、
２０
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
の
生
産
労
働
人
口

が
か
な
り
減
少
い
た
し
ま
す
。
反
対
に
高
齢
者

に
な
る
人
口
が
増
加
し
ま
す
が
、
今
後
日
本
の

労
働
人
口
が
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
問
題
が
国

で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
女
性

の
社
会
進
出
は
不
足
す
る
労
働
力
を
補
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
６０
歳
か
ら
６５
歳
へ
の

定
年
引
き
上
げ
も
生
産
労
働
力
の
減
少
を
補
う

た
め
の
方
策
で
す
。
香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
役
割
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
今
後

無
理
を
し
な
い
範
囲
内
で
で
き
る
仕
事
の
提
供

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
香
芝
市
の
行

政
に
お
い
て
も
い
ろ
ん
な
業
務
が
あ
り
ま
す

が
、
香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼

で
き
る
仕
事
が
な
い
か
現
在
検
討
し
て
い
ま

す
。
香
芝
市
は
若
い
町
と
は
言
い
な
が
ら
も
飛

び
抜
け
て
若
者
ば
か
り
が
住
ん
で
い
る
町
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
や
す
い
充
実
し
た
町
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
働
き
や
す
く
暮
ら

し
や
す
い
香
芝
市
を
目
指
す
よ
う
、
全
力
で
尽

く
し
て
参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
本
日
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
』
と

御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
総
会
の
議
長
に
山
下
理
事
が
選
任
さ

れ
、
議
事
録
署
名
人
（
２
名
）
の
選
任
の
後
、
本

総
会
に
提
出
し
た
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
第
１
号
議
案
の
令
和
４
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

令
和
４
年
度
の
仕
事
の
受
注
契
約
金
額
は
２

億
５
４
７
万
円
で
前
年
度
に
対
し
て
４
３
３
万

円
、
率
に
し
て
２
．
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

う
ち
会
員
に
支
払
っ
た
配
分
金
は
１
億
５
７
２

９
万
円
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
仕
事
の
提
供
を
受
け

就
業
し
た
会
員
は
３
５
３
人
（
就
業
率
８
７
・

８
％
）
等
の
事
業
実
績
の
報
告
が
あ
り
、
第
１
号

議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
第
２
号
議
案
の
令
和
４
年
度
収
支
決
算

報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

つ
ぎ
に
第
３
号
議
案
の
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
事
業
拡
大
等
の

目
的
と
し
て
新
た
な
理
事
に
窪
田
氏
が
就
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
第
４
号
議
案
の
理
事
長
に
対
す
る
権

限
委
任
に
つ
い
て
も
承
認
を
い
た
だ
き
、
す
べ

て
の
議
事
が
終
了
し
、
松
本
理
事
の
「
閉
会
の
こ

と
ば
」
で
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。 
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◎
理
事
会
の
開
催
状
況 

☆
第
１
回
通
常
理
事
会
（
４
月
２８
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
数
９
名
（
男
７
・
女
２
） 

第
２
号
議
案 

令
和
４
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
４
回
決
算

前
）
案
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

 

令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案 

 

令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て 

第
５
号
議
案 

 

令
和
４
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て 

第
６
号
議
案 

 

役
員
の
選
任
（
案
）
つ
い
て 

第
７
号
議
案 

 

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て 

第
８
号
議
案 

 

第
３５
回
定
時
総
会
の
招
集
の
手
続
き
等
の
件

に
つ
い
て 

い
ず
れ
も
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

☆
第
２
回
通
常
理
事
会
（
５
月
２９
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
数
４
名
（
男
４
・
女
０
） 

第
１
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た 

☆
第
３
回
通
常
理
事
会
（
６
月
３０
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
数 

４
０
４
名 

退
会
者
数
５
名
（
男
４
・
女
１
） 

 
 

申
込
者
数
７
名
（
男
６
・
女
１
） 

 
 

令
和
５
年
７
月
１
日
現
在
数 

４
０
６
名 

 
 
 
 

 
 

（
男
３
２
８
名
・
女
７
８
名
） 

第
２
号
議
案 

 

定
款
第
４
条
第
１
号
に
掲
げ
る
事
業
の
契
約

に
関
す
る
規
程
（
案
）
の
制
定
に
つ
い
て 

 

『
会
計
処
理
規
程
第
２
９
条
第
２
項
の
規
程

に
基
づ
く
た
め
』 

第
３
号
議
案 

 

会
計
処
理
規
程
及
び
事
務
規
程
に
基
づ
く
会

計
関
係
書
類
及
び
文
書
等
の
廃
棄
処
分
に
つ

い
て 

 
『
理
由
』 

①
会
計
処
理
規
程
第
９
条
並
び
に
事
務
規
程 

 

第
１
８
条
の
規
定
に
準
ず
る 

②
保
存
す
る
物
理
的
ス
ペ
ー
ス
が
無
く
、
ま
た

処
分
で
き
る
書
類
を
廃
棄
す
る
こ
と
で
業
務

効
率
化
を
図
る 

 
 

議
案
は
全
て
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た 

 

◎
毛
筆
筆
耕
講
習
会
（
独
自
講
習
会
） 

・
開
催
日 

自
：
令
和
５
年
１０
月
４
日 

 
 
 
 

 

至
：
令
和
６
年
２
月
７
日 

毎
週
「
水
曜
日
」
開
催
（
計
１５
回
） 

 

・
時 

間 

午
前
の
部
：
午
前
９
時
３０
分
～

午
前
１１
時
３０
分 

 
 
 
 

 
 

午
後
の
部
：
午
後
１３
時
００
分
～ 

午
後
１５
時
００
分 

・
場 

所 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

・
定 

員 

各
部
１０
名
程
度
（
先
着
順
） 

 

・
費 

用 

会
員
：
無
料 

一
般
：
１
回
２００
円 

 

・
募
集
開
始 

令
和
５
年
７
月
１８
日(

火) 

８
時
３０
分
か
ら
受
付
開
始 

(

前
回
受
講
さ
れ
た
方
も
参
加
で
き
ま
す
。) 

 

◎
会
費
の
納
入
と
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て 

 

当
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
に
よ
り
、
令
和
５
年

度
年
会
費
（
２
，
２
０
０
円
）
は
、
令
和
５
年

３
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

会
費
未
納
の
方
は
、
古
い
会
員
証
と
と
も
に

至
急
、
事
務
局
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。 

 

◎
事
務
局
へ
電
話
さ
れ
る
と
き 

「
会
員
の
○
○ 

○
○
で
す
」
と
必
ず
フ
ル
ネ

ー
ム
で
お
伝
え
下
さ
い
。 

 

◆
仕
事
中
に
、
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
事
態
が

起
き
た
と
き
は
、
直
ち
に
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
セ
ン
タ
ー
事
務
局 

(

７
９)

６
６
０
１ 

》 
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